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教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 異文化理解 ２ 第３学年 
Going Global （数研出版） 

自主作成教材 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

異文化理解の授業では、世界や社会の様々な問題を扱った英文を通して、広く世界に目を向け、各自

の視野や興味の範囲を広げることを目標とします。ですから、英文を理解すること（読むこと）はもち

ろんではありますが、さらに、その題材に対する自分の意見をまとめ（書くこと）、それを相手に伝え

ること（話すこと）にも重点を置いた科目となっています。また時には海外のニュースを聞く活動も取

りいれ、英語の４技能をバランスよく伸長することを目指します。ＣＡＬＬ教室で機器を活用しながら、

特に英語を「話す」、「聞く」活動が中心となる授業ですので、何度も trial and error を繰り返しながら

トレーニングをして、使える英語の技能を身につけましょう。そのため、評価方法も一般的な筆記試験

だけではなく、インタビューテストなどのパフォーマンス評価も取り入れます。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】 

履修科目：コミュニケーション英語Ⅲ（英語表現）・英語表現Ⅱ（英語理解）・速読演習・（異文化理解）・

（Topic Studies） 

主な教材：教科書・副読本 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 科目・評価 

① 病院や役所 

など公共の施設に

おいて、自分の要

求することを正確

に説明して、必要

な手続きを滞りな

く済ませることが

できる。 

② 論点の明ら 

かな英文を読み、

また、話された英

文を聞いて、それ

ぞれのポイントを

捉えて、その概要

を簡潔に話すこと

ができる。 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅲ

（英語表

現） 

 

スピーチ 

リテリン

グ 

サマリー 

 

① 旅行などの自 

分の行動について、

物事の順を追って

筋道立った文章を

いくつかの段落で

書くことができる。 

② 興味のある社 

会的なトピックに

関して、読んだり聞

いたりした内容の

要点を文章で書く

ことができる。 

英 語 表

現Ⅱ（英

語理解） 

 

エ ッ セ

イ 

定 期 考

査 

 

① 自然な速さで 

話される観光地で

の説明やガイドな

どのアナウンスを

聞いて、大切なポ

イントをもらさず

概要を把握するこ

とができる。 

② はっきりと 

話されれば、身近

なトピックについ

ての短いニュース

の要点を聞き取る

ことができる。 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅲ 

（英語表

現） 

 

リスニン

グテスト 

① 小説 

などを読み、背

景を踏まえ事実

関係だけではな

く、登場人物の

気持ちなどを把

握し、気持ちに

応じて適切な速

度や声の調子で

音読することが

できる。 

② やさし 

い英語で書かれ

た物語を読み切

り、全体の筋を

理解することが

できる。 

速読演習 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅲ

（英語表

現）（異文

化理解） 

 

定期考査 

 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

TOPIC1 

( ５時間) 

Culture and 
Environment 
 
Will Mt. Fuji 
Remain a 
World 
Heritage 
Site? 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

世界遺産が抱える問題

について考え、互いに

協力しながら会話を続

ける。 

 

 

 

各セクションを読む前

に、未習語や理解困難な

部分があっても、推測し

たり、辞書を活用して読

みすすめようとする。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けること

ができる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

○「英語表現の能力」 

各 Part ご と に 、

Pre-reading の段階に

おいて、Warm-up の活

動として教師の発する

問いに、積極的に応答

することができる。 

各 part ごとに、教師と

の対話を通して、Q＆A

の問いに積極的に答え

ることができる。 

各パートの内容を理

解し、自分の言葉でノ

ート等に表現するこ

とができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

 

「英語理解の能力」 

各 Part の本文の内容

をイメージでき、内容

を理解することができ

る。 

教師の英文の細かな解

説を理解し、ノートをと

る。 

タスク活動を通じて、

推測しながら概要活

動を行うことができ

る。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英文の内容を理解でき

る。 

本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

文法表現の使い方を

理解している。例示す

る表現の使い方を理

解している。 

 

 

 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 



  単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Topic2 

( 5 時間) 

Teach Every 
Child about 
Food 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

先進国における肥満の

問題について考え、互

いに協力しながら会話

を続ける。 

 

各セクションを読む前

に、未習語や理解困難な

部分があっても、推測し

たり、辞書を活用して読

みすすめようとする。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けること

ができる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

○「英語表現の能力」 

各 Part ご と に 、

Pre-reading の段階に

おいて、Warm-up の活

動として教師の発する

問いに、積極的に応答

することができる。 

各 part ごとに、教師と

の対話を通して、Q＆A

の問いに積極的に答え

ることができる。 

各パートの内容を理

解し、自分の言葉でノ

ート等に表現するこ

とができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

 

「英語理解の能力」 

各 Part の本文の内容

をイメージでき、内容

を理解することができ

る。 

教師の英文の細かな解

説を理解し、ノートをと

る。 

タスク活動を通じて、

推測しながら概要活

動を行うことができ

る。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英文の内容を理解でき

る。 

本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

文法表現の使い方を

理解している。例示す

る表現の使い方を理

解している。 

 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

  単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Topic3 

( 5 時間) 

Markus 
Rehm, 
“The Blade 
Jumper” 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

マルクス・レームの義

足について考え、互い

に協力しながら会話を

続ける。 

 

各セクションを読む前

に、未習語や理解困難な

部分があっても、推測し

たり、辞書を活用して読

みすすめようとする。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けること

ができる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

○「英語表現の能力」 

各 Part ご と に 、

Pre-reading の段階に

おいて、Warm-up の活

動として教師の発する

問いに、積極的に応答

することができる。 

各 part ごとに、教師と

の対話を通して、Q＆A

の問いに積極的に答え

ることができる。 

各パートの内容を理

解し、自分の言葉でノ

ート等に表現するこ

とができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

 



「英語理解の能力」 

各 Part の本文の内容

をイメージでき、内容

を理解することができ

る。 

教師の英文の細かな解

説を理解し、ノートをと

る。 

タスク活動を通じて、

推測しながら概要活

動を行うことができ

る。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英文の内容を理解でき

る。 

本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

文法表現の使い方を

理解している。例示す

る表現の使い方を理

解している。 

 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

  単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Topic４ 

( 5 時間) 

The Most 
Frugal 
President in 
the World 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ムヒカの主張について

考え、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

各セクションを読む前

に、未習語や理解困難な

部分があっても、推測し

たり、辞書を活用して読

みすすめようとする。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けること

ができる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

○「英語表現の能力」 

各 Part ご と に 、

Pre-reading の段階に

おいて、Warm-up の活

動として教師の発する

問いに、積極的に応答

することができる。 

各 part ごとに、教師と

の対話を通して、Q＆A

の問いに積極的に答え

ることができる。 

各パートの内容を理

解し、自分の言葉でノ

ート等に表現するこ

とができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

 

「英語理解の能力」 

各 Part の本文の内容

をイメージでき、内容

を理解することができ

る。 

教師の英文の細かな解

説を理解し、ノートをと

る。 

タスク活動を通じて、

推測しながら概要活

動を行うことができ

る。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英文の内容を理解でき

る。 

本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

文法表現の使い方を

理解している。例示す

る表現の使い方を理

解している。 

 

 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 



  単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Topic５ 

（5 時間） 
Will Japan 

Became a 

Top Tourist 

Destination? 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

観光立国を目指すうえ

での問題点について考

え、互いに協力しなが

ら会話を続ける。 

 

各セクションを読む前

に、未習語や理解困難な

部分があっても、推測し

たり、辞書を活用して読

みすすめようとする。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けること

ができる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

○「英語表現の能力」 

各 Part ご と に 、

Pre-reading の段階に

おいて、Warm-up の活

動として教師の発する

問いに、積極的に応答

することができる。 

各 part ごとに、教師と

の対話を通して、Q＆A

の問いに積極的に答え

ることができる。 

各パートの内容を理

解し、自分の言葉でノ

ート等に表現するこ

とができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

 

「英語理解の能力」 

各 Part の本文の内容

をイメージでき、内容

を理解することができ

る。 

教師の英文の細かな解

説を理解し、ノートをと

る。 

タスク活動を通じて、

推測しながら概要活

動を行うことができ

る。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英文の内容を理解でき

る。 

本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

文法表現の使い方を

理解している。例示す

る表現の使い方を理

解している。 

 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

  単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

ＵＮＩＴ6 

( 5 時間) 

When 
Artificial 
Intelligence 
Goes Beyond 
Human 
Intelligence  

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

アルファ囲碁を通じ

て、人工知能について

考え、協力して会話を

続ける。 

各セクションを読む前

に、未習語や理解困難な

部分があっても、推測し

たり、辞書を活用して読

みすすめようとする。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けること

ができる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

○「英語表現の能力」 

各 Part ご と に 、

Pre-reading の段階に

おいて、Warm-up の活

動として教師の発する

問いに、積極的に応答

することができる。 

各 part ごとに、教師と

の対話を通して、Q＆A

の問いに積極的に答え

ることができる。 

各パートの内容を理

解し、自分の言葉でノ

ート等に表現するこ

とができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

 



 

「英語理解の能力」 

各 Part の本文の内容

をイメージでき、内容

を理解することができ

る。 

教師の英文の細かな解

説を理解し、ノートをと

る。 

タスク活動を通じて、

推測しながら概要活

動を行うことができ

る。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英文の内容を理解でき

る。 

本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

文法表現の使い方を

理解している。例示す

る表現の使い方を理

解している。 

 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 


